
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度体験入学を実施しました！ 
９月１６日（土）、中学３年生を対象に体験入学を実施しました。体験入学では、授業参観や学校説明、

部活動見学、本校の生徒や教員との懇談などを行いました。中学３年生や保護者の皆様、各中学校の先生方

には、本校がどのような学校であるかを十分に知っていただけたことと思います。 

～授業参観～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～全体会・学校説明～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～部活動見学、本校生徒・教員との懇談～ 

 

 

 

 

 

平成２９年１０月２７日 

No．２２２ 

福島県立只見高等学校 

住所 福島県南会津郡只見町 

大字只見字根岸 2358 

電話 0241-82-2148 

http://www.tadami-h.fks.ed.jp/ 

 

 

少人数の習熟度別授業 校舎内見学 

昨年度同様、多くの方に来校してい

ただきました。本校の生徒諸君は、

緊張しながらも只見高校の良さをア

ピールしていました！！ 

http://www.tadami-h.fks.ed.jp/


 遠足に行ってきました 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                      
 

 

 

 

 

 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度第２回進路講演会開催！ 

９月３０日（土）、本校において第２回進路講演会を開催しました。講師として、坂本達氏（株式会社

ミキハウス）をお迎えし、講演いただきました。坂本氏が４年３ヵ月をかけて達成した自転車での世界一

周旅行の話など、生徒たちには大きな刺激となったようです。「夢を持つことの大切さ」「自分からあいさ

つすることの重要性」「人に感謝の気持ちを伝えること」「考えすぎずやってみること」「目の前の人を大

切にすること」など、講演の内容は多岐にわたっていました。生徒たちには、今回の講演を、今後の高校

生活や進路実現に活かしていってもらいたいものです。 

9 月２９日(金)に、毎年恒例となっている遠足が実施されました。１年生は新潟市水族館マリンピア日

本海、２年生は只見湖及び青少年いこいの村、そして３年生は那須ハイランドパークへと行ってきました。

どの学年においても一層親睦が深まるとともに、高校生活を彩る良い思い出となったようです。 



会長

副会長 加瀬　龍光（１－１） 吉津　万尋（２－１） 新國　潤平（２－１） 佐藤　奈菜（３－２）

書記 伊藤　彩加（１－２） 星　鈴果　（２－２） 吉津　万尋（２－１） 室井　葵　（３－２）

会計 小室　幸子（１－２） 角田　真央（２－１） 酒井　康志（２－１） 武田　元　（３－２）

新役員 旧役員

新國　潤平（２－１） 五十嵐　夏希（３－２）

 

情報モラル 

討論会 
 

 ９月１３日（水）に外部講師の方を招いて携帯

電話の使用上のルールについての討論会を行い

ました。今年度から、登下校時の安全確認のため

に携帯電話の学校への持ち込みが許可されまし

た。これからの世の中を生きていく上でスマート

フォン等、ICT機器を使用する機会は必ず増えて

きます。こうした背景を踏まえて、携帯電話を使

用することのメリットとデメリットを理解し、正

しい使い方ができるようになることが今回の目

的でした。討論会では、フィルタリングの設定と

使用時間の制限について活発に意見交換が行わ

れました。 

 

振興対策 

懇談会開催 
 

 ９月３０日（土）に平成２９年度只見高校振興

対策懇談会を開催しました。本会では、主に本校

が置かれている現状や今後の展望などについて、

参加者の間で活発な意見交換がなされました。参

加された地域の方からは、温かいお言葉や厳しい

ご意見をいただきました。 

また、本校卒業生の飯塚奈央さん（平成２６年

度卒）より、在学生へ向けて、高校在学時の経験

や学習・部活動への心構え、進路実現についてな

ど、様々な視点からわかりやすく話をしていただ

きました。参加した生徒たちは、飯塚さんの話に

熱心に耳を傾けていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 生徒会の役員選挙が行われ、新しい生徒会執行部が誕生しました。 

 

 

 

 

 

 

「新」生徒会長あいさつ 新國 潤平 

 生徒会役員となって１年が過ぎました。この１年は副会長を

務め、様々なことを経験し学ぶことができました。そして今回、

私が生徒会長となりましたが、すべての仕事を理解しているわ

けでもなく、また旧役員も１名しかいないため、不安なことば

かりであります。しかし、副会長としての経験を活かし、旧生

徒会における課題を克服すべく、新役員の方々と共に頑張って

いきたいと思います。 

 生徒会長としての務めを果たしたときに、こうしておけば良

かったなどの後悔をしないよう、精一杯頑張っていきますので、

御協力をお願いします。 

「旧」生徒会長あいさつ 五十嵐 夏希 

 私は、生徒会長を務めてきて、度々不安に思うことがありました。自分は生徒のリーダーとして行動できてい

るのか、役員選挙で話した「生徒目線」での活動はできているのか、皆の信任に足る結果を残せたのかというこ

とです。しかし、その不安と同時に、会長を務めた達成感もあります。忙しい時期を役員で協力して成功させた

体育祭は、今年１年の中でとても印象深かったです。新生徒会は、昨年務めた役員が２人しかいないため、これ

まで以上に大変な思いをすると思います。しかし、生徒会でしか味わえない体験は数多く、どれも身になること

ばかりです。仕事を頑張ると同時に、精一杯生徒会を楽しんでほしいと思います。 

新生徒会役員決定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「目先の利益と未来の利益」 
只見町教育委員会 心志塾講師 渡辺 史 

 

いきなりですが、皆さんならどちらを選びますか？ 

 

 A：今すぐもらえる 3万円 

 B：1年後にもらえる 5 万円 

 

研究の結果、「A」と答える人が多いのだそうです。これは、行動経済学の「現在志向バイ

アス」と呼ばれるものです。「人が持つ、未来の利益より、目先の利益を優先させる傾向」の

ことを意味しています。少し難しいでしょうか。ではもう一つ、例を挙げてみましょう。 

 夏休みの課題、早く済ませてしまえばいいのに、気が付いたら最終日、大変な事になって

いた、なんて経験はありませんか？友達と遊ぶ予定や家族旅行など、楽しいこと（＝目先の

利益）を優先したために、課題を早く済ませることで得られた夏休み終盤の余裕（＝未来の

利益）が失われてしまいました（私も夏休みの課題には苦労しました）。 

 経済学では、「人はいつも自己の利益が最大になるように合理的な行動をとる」という前提

があります。しかし、行動経済学は「人は必ずしも合理的に行動するものではない」という

点に着目し、心理学的に観察された事実を経済学の数学モデルに取り入れて研究をします。

さらに行動経済学は、人間の非合理な意思決定を脳科学の手法で解明しようとする、ニュー

ロ・エコノミクス（神経経済学）という領域にまで発展しており、今後の研究が非常に楽し

みな学問領域です。 

 さて、「目先の利益」を追求することは悪いことなのでしょうか。私はそうは思っていませ

ん。やるべき仕事が残っていても、友達と遊びに行くこともあるし、貯金しようと思っても、

欲しいものがあったら迷わず買っちゃうこともあるし。「今」の自分を満足させることが、頑

張る力につながるのであれば、目先の利益に飛びついたっていいじゃないですか。 

 ただ、高校生の皆さんはそういうわけにはいかないこともありますよね。「今、楽しいこと」

と「○ヶ月後、○年後に待っている楽しいこと」を比べてみてください。ちょっとだけでも、

「今、頑張ろうかな」って思いませんか？ 

最後に、この話を読んで経済学に興味を持ったそこのあなた。一緒に経済学の話をしませ

んか？塾で待ってます！ 

１１月の行事予定 

 

１日（水）～７日（火）     ふくしま教育週間 

２日（木）           防火・防災避難訓練 

３日（金）           文化の日 

１０日（金）          修学旅行結団式 

１１日（土）～１４日（火）   修学旅行（２年） 

１５日（水）～１６日（木）   職場体験学習（１年） 

修学旅行振替休日（２年） 

２３日（木）          勤労感謝の日 

２５日（土）          学校開放 

２８日（火）～１２月１日（金） ２学期期末考査 
 


